
 

2024年 11月 22日 

 

三菱 UFJ信託銀行株式会社 

 

人的資本開示・実践向上支援サービス（愛称「じぶん資本ぱれっと」）の提供開始について 

 

 

 三菱 UFJ信託銀行株式会社（取締役社長 長島
ながしま

 巌
いわお

、以下「三菱 UFJ信託銀行」）は、お客様の

企業価値向上に向けたパートナーとして、人的資本経営を推進する企業向けに、人的資本開示・

実践向上支援サービス（愛称「じぶん資本ぱれっと※1」）の提供を開始いたします。 

 

１．背景と目的 

人的資本経営の重要性が高まるなか、多くの企業が独自の人事戦略を策定し、戦略実現の基盤

である人的資本向上のための会社制度や社外サービスを導入しています。一方で、会社制度をは

じめとする福利厚生等の人的資本投資が必ずしも従業員のエンゲージメント向上に結び付いてい

ないこと、人的資本への投資や施策の効果測定をする仕組みが未整備であることが、人的資本開

示・実践における課題となっています。 

三菱 UFJ信託銀行は、お客様の企業価値向上に向けたパートナーとして人的資本開示・実践を

支援するコンサルティング・ソリューションを提供してきたノウハウと、日本最大級の機関投資

家としての目線を掛け合わせ、企業の人的資本投資を社員に効果的に浸透させる「社員向け Web

アプリサービス（愛称「じぶん資本ぱれっと」）」と、効果測定ができる「ダッシュボード」の提供

により、人的資本経営を推進する企業の人的資本開示・実践の課題解決を目指します。 

  

２．本サービスのコンセプト 

従業員エンゲージメントの重要な要素である Wellbeing の 5 領域※2のうち、会社制度や社外サ

ービスの導入だけでは引き上げることが難しい 3つの領域（Financial Wellbeing、Physical Wellbeing、

Career Wellbeing）を“じぶん資本”と定義し、社員が各領域で会社制度や社外サービスを活用し

ながら自律的に“じぶん資本”を高められる行動変容を促進します。導入企業へは、ダッシュボ

ードで“じぶん資本”の高まりを可視化することで、人的資本投資の効果検証・改善検討の仕組

みを提供します。 

 

３．サービスと機能 

１）“じぶん資本”を高める社員向けWeb アプリ「じぶん資本ぱれっと」 

資産形成・健康・キャリアに関する企業の人的資本関連施策を社員が自律的に「知る・気づく・

行動する」ことを促し、社員の Wellbeingおよびエンゲージメント向上につなげる、企業の人的資



 

本経営を支援するWebアプリです。 

人的資本向上に資する社内制度や福利厚生をアプリに集約しプラットフォームとして活用する

ことで、社員は企業の施策をより理解しやすくなります。企業経営メッセージや、独自作成の研

修動画配信等のカスタマイズにより、制度・施策の認知・活用を促すことも可能です。 

 

２）人材戦略の効果測定・課題発見を支援する企業向け「ダッシュボード」 

社員の“じぶん資本”データを集計・分析・可視化するダッシュボードです。人事戦略の浸透

度の計測や、人的資本投資・施策の効果測定、改善の PDCA に活用することができます。 

 

３）有価証券報告書における人的資本開示の指標及び目標として活用 

 人的資本経営に関する有価証券報告書等の開示項目として、「ダッシュボード」で取得できる 

各種指標（戦略・制度の浸透・着信度の指標や従業員の行動変容指標）を活用することで、継続 

的な効果検証・ステークホルダーへの発信が可能です。 

 

４．今後の展望 

  本サービスは、2025 年初旬のサービス提供開始に向け、多くの企業から興味関心をお寄せいた

だいています。 

また、三菱 UFJ 信託銀行においても 2023 年度より社員向け Web アプリサービスにて各コンテ

ンツの社内先行利用 PoC（実証実験）を実施した結果、社員のWellbeingおよびエンゲージメント

への寄与が確認できたことを受け、今後導入を予定しています。 

三菱 UFJ信託銀行は、今後も人的資本開示・実践支援におけるお客様の幅広いニーズにお応え

するため、健康やキャリア自律支援領域でのパートナー企業の募集・拡大によるサービス拡大を

継続し、人的資本経営を推進する企業の課題解決、支援に努めてまいります。 

 

（サービス画面イメージ※3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※1  現在、商標出願中です。 
※2  ギャラップ社「Gallup 2020 Global Emotions Report」：Financial Wellbeing、Physical Wellbeing、Career Wellbeing、 

Social Wellbeing、Community Wellbeing 

※3 開発段階の画面イメージであり、デザイン等は今後変更となる可能性があります。 

以上 


